
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨＰ
における測定ツール
紹介）

事務担当者名

住所

・問題セットは複数ご用意していますので、複数回受検も可能です。
・学校ごとに受験日の設定が可能です。年間実施回数も学校側の希望に可能な限り近づ
ける形で受け付けます。
・2019年4月申込受付開始、６月より実施可能(予定）です。

・英検で出題された問題から良質な問題を再利用した4技能の測定ツールです。
・4技能総合および技能別に、英検級レベル判定、および英検CSEスコアによるフィード
バックもあり、能力の伸長度を細かく測定できます。また、テスト結果に応じ、今の英語力
でできること（Can-Do)が具体的に説明されます。
・学校単位のみならず、自治体内の学校別の英語力の現状・伸長度を把握し、英語力向
上に向けたPDCAサイクルの構築するために活用できます。
・学校内でも年度当初のクラス分けや、年度途中の能力伸長度の把握にも活用でき、生
徒たちのレベルにあった指導を可能にします。さらに、英検公式e-ラーニングであるスタ
ディギア for EIKENのベーシック版や既存で活用されている英検対策教材を活用すること
で、受検結果に基づく得意/不得意技能の強化を図ることができます。
・団体申込システムである「団体サポートシステム」もご利用いただけます。英検及び英検
IBAの受検履歴の確認、スタディギア for EIKENの学習状況を閲覧することができ、先生方
の学習指導をサポートしていきます。英検本検定の申込も可能であり、IBAのCSEスコアか
ら最適な英検級を特定し、受験いただくことで英検級合格率の向上や英語学習に対する
モチベーションの向上、ひいては、基礎学力の向上に寄与いたします。

3技能（RLW）: PBT
1技能（S）: 　CBT

協会へ答案着荷後、30日～60日（予定）
＊受験時期の集中度合いに応じて若干の幅が生じます。

英語数学

（RL計)４５分（W）１５分
（S）約８分

国語

 3,000円/回（税込）

④対象教科

英語の基礎学力の定着度合いを診断することを目的とした測定ツールで、特に義務教育
段階の学力の定着度評価を確認したい学習者を対象としています。

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

風岡　健 所属部署 営業本部公共事業推進部営業グループ

kazaoka@jiem.co.jp

03-5775-0266

・英検IBA
http://www.eiken.or.jp/eiken-iba/
・スタディギア for EIKEN
https://www.ei-navi.jp/service/studygear.html
※2018年8月フルリニューアル予定
・団体サポートシステム
https://www.youtube.com/watch?v=ULxx6t3QUEM
https://www.eiken.or.jp/eiken/info/2016/pdf/20160531_pressrelease_dansupport.pdf

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

株式会社　教育測定研究所

英検IBA　TEST C  4技能版　(2019年4月申込受付開始予定）

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） 03-5775-0267

2018 年　6　月　29　　日

・今回の申請にあたり、教育測定研究所は公益財団法人　日本英語検定協会（以下、英
検協会）と英語テストのみならず、管理システム、学習ツールをパッケージ化し、「英語4技
能コンソーシアム」を組織します。このコンソーシアムの枠組みを通じて、「英検IBA　TEST
C　4技能版」を提供いたします。
・「英検IBA TEST C 4技能版」とは、英検協会により開発された、4技能の力を安価に測定
できるアセスメントツールです。実用英語技能検定（英検）で出題された問題から、良質な
問題を再活用して開発されております。
・TEST Cの出題レベルは準2級～4級レベルで、義務教育段階から高等学校の共通履修
科目(コミュニケーション英語I）を網羅する出題内容となっています。特に義務教育段階の
学力の定着度評価を確認したい学習者を対象とします。
・更に、測定ツールの提供のみならず、eラーニング教材及び生徒の受検履歴や成績、教
材の学習状況をトラッキングできるシステムも併せて提供し、基礎学力および英検級取得
率の向上に向けたPDCAサイクル構築のサポートをいたします。

⑩試験時間（分）

〒107-0052　東京都港区赤坂7-1-16 オーク赤坂ビル5F

（E-mail)



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名：英検 IBA TEST C （4技能版） 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

主な対象者 

・英語の基礎学力の定着度合いを診断することを目的として、特に義務教育段階の学力の定着度評価を

確認したい高等学校 1年および 2年生を対象としています。 

測定しようとする資質・能力 

・「聞くこと」「読むこと」「書くこと」「話すこと」に関する資質・能力等を測定します。 

問題の出題方針 

・義務教育段階から共通履修科目（コミュニケーション I）の範囲まで網羅する出題です。出題の中心 

 としては、義務教育段階、つまり CEFR A1中位～上位（英検４級～準 2級）レベルになります。 

・実用英語技能検定（英検）より過去に出題された問題より、良質な問題を再利用して開発された内容 

 です。 

・リーディングとリスニングでは、主に知識･技能を問う問題を中心に構成されております。ライ 

 ティングやスピーキングについては、知識や経験をもとに、自分の意見を外国語で形成・整理・ 

 再構築し、表現させる出題をしております。これにより、思考力･判断力・表現力を評価いたし 

 ます。 

学習指導要領との対応 

・英検 IBAの元となる英検自体が学習指導要領に配慮した出題内容となっています。中高の検定教 

 科書に使用されている語彙・文構造をデータベース化し、出題の際の参考としています。 

 

（２）構成等 

 ①出題形式 

・出題形式は選択式・記述式・録音式を組み合わせております。リーディングとリスニングでは、 

 主に知識･技能を問う問題を中心に構成されております。ライティングやスピーキングについて 

 は、知識や経験をもとに、自分の意見を外国語で形成・整理・再構築し、表現させる出題を通 

 し、思考力･判断力・表現力を評価いたします。ライティングについては、２５語～３５語程度 

 の記述式問題、スピーキングについては自分の考え等の発信を含む録音式問題を７問出題いたし 

 ます。 

（リーディング）選択式 35問 

（リスニング）選択式 30問／1教室につき、ＣＤプレーヤー1台（各学校でご用意）を使った音声  

 放送による出題。 

（ライティング）記述式 1問（２５語～３５語程度） 

（スピーキング）タブレット型 PC（英検協会貸与）による録音式７問（約８分） 

 

 ②出題範囲 

・義務教育段階の出題においては、自分や家族、友人といった身近な存在や趣味、買い物など日常的な話

題が中心となっています。共通履修科目（A2）の出題では、日常の話題から一般的な話題へと世界が広

がり、海外文化、歴史、教育、科学など社会性のある題材を選び、高校生の知的好奇心を満たす内容と

なっています。 

 



（３）難易度設定の考え方・方法 

・各技能全小問につき、過去に出題され、難易度等の数値が付された英検問題の中から、テスト設 

 計書に則り、義務教育段階の測定から共通履修科目（コミュニケーション英語Ｉ）の測定に適切 

 な難易度、かつ識別度の高い問題を選択し全体を構成しています。 

・義務教育段階の学習定着度を測定する内容から共通履修科目（コミュニケーション英語 I）の範 

 囲を網羅します。義務教育段階の CEFR A1中位～上位レベルの問題を中心に据え 共通履修科 

 目（コミュニケーション I）の A2レベルの問題も一部出題されます。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・義務教育段階の出題（A1中位～上位）においては、自分や家族、友人といった身近な存在や趣味、買い

物など日常的な話題が中心となっています。 

・共通履修科目（A2）の出題では、日常の話題から一般的な話題へと世界が広がり、海外文化、歴史、教

育、科学など社会性のある題材を選び、高校生の知的好奇心を満たす内容となっています。 

・スピーキングテストは CBTによる録音型ですが、聞き手を意識した発話になるように、質問は動画上の

話者から発せられます。 

 

（５）その他特長 

 
 

Ⅱ．結果提供に関すること 

下記（１）個人成績表及び（２）団体成績表共に、日本英語検定協会（以下、英検協会）から、申込いただい

た各団体へ郵送し、団体を通じて個人へ提供いただきます。 

また、団体責任者の方々は、団体サポートシステムを通じて、団体全体での技能別スコアを確認でき、個

人成績表も閲覧することが可能な環境を準備していく予定です。 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

４技能 個人成績表（リーディング／リスニング／ライティング／スピーキング） 

・英検レベル（準 2級以上／準 2級／3級／3級受験） 

 →技能別だけでなく、英検同様のロジックにより、4技能総合の級レベルが判定される。 

・CSEスコア（４技能総合スコア／技能別スコア）＊各技能 550点満点 

・過去 2回、合計 3回分の受検履歴と成績 

・「現在のあなた」「やってみよう！」 

 →現在の英語力の説明（弱点等）と学習アドバイス 

・レベル換算（受検者の成績をもとに、センター試験・TEAP の得点への換算を示す） 

・英検出題例 チャレンジしてみよう！（英検過去問題より、各受験生の成績にあった問題を練習用として

提示） 

・あなたの英語力でできること～英検 Can-Do リストから～ 

 →成績表に表示された URL 先に、現在の英語力に基づいた Can-Doが示されている。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

４技能 団体成績表（リーディング／リスニング／ライティング／スピーキング） 

・英検レベル（準 2級以上／準 2級／3級／3級受験） 

 →技能別だけでなく、英検同様のロジックにより、4技能総合の級レベルが判定される。 

・CSEスコア集計（平均スコア／最高スコア／最低スコア／スコアレンジ別受験者数） 

・英検級レベル別人数分布 

・分野別平均正答率 

・過去 2回、合計 3回分の受検履歴と成績 

・技能別スコア集計（団体の英検級レベル／平均スコア／最高スコア／最低スコア／スコアレンジ別受験

者数） 



 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

・成績は各技能 550点満点の均等配点により評価し、合計 2200点満点の CSEスコアで表示します。 

・スコアによる成績表示に加え、技能別および 4技能総合の英検級レベルも提供いたします。4技能総合

の級レベルは、英検同様のロジックを用いて判定します。 

・級レベル判定は４段階の表示となり、準 2級以上／準 2級／3級／3級受験レベルとなります。 

・技能別のスコア成績に基づき、どの技能が強く、どの技能が弱いのか等の情報を提示し、あわせて学習

アドバイスを受検生に提供します（成績表の「現在のあなた」「やってみよう！」）。 
 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

各技能全小問につき、過去に出題され、難易度等の数値が付された英検問題の中から、あらかじめ 

設定されたテスト設計書に基づき、適切な難易度、かつ識別度の高い問題を選択しております。 

 

（２）学校における実施方法 

・学校での実施にあたり、事前に実施マニュアルを英検協会から配布します。事前に不明な点を確 

 認したい場合や当日トラブルが発生した場合の対応として、英検協会にて専用の問い合わせ窓口 

 （電子メール・電話等）を設けます。 

・学年単位の受検から、学校単位、自治体単位の受検まで対応します。学力伸長度を測定するため 

にも、複数年、定点観測による受検を推奨いたします。 

・試験当日の運営は学校で行っていただきます。PBT の場合は問題冊子・解答用紙・アンケート用 

 紙の配布、CDプレーヤーの操作、実施時の監督から、問題冊子・解答用紙・アンケート用紙の 

 回収、英検協会への返送、CBT の場合は、タブレットの配布・事前の動作確認、実施時の監 

督、タブレットの回収、英検協会への返送を行っていただきます。 

・各学校へは英検協会からタブレットを貸出します。限られた台数のタブレットを、多数の学 

校にてご受験いただく機会を提供するため、貸与するタブレット数には一定の上限を設ける予定 

です。 

申込人数に基づき、英検協会であらかじめ設定した計算式に基づき、貸出しタブレット数を 

算出します。受検モデルは実施マニュアルに説明されております。 

・タブレットの到着後、1週間以内に実施を終えていただき、英検協会へ返送していただきま 

す。この点も実施マニュアルに記載しております。 

 

（３）採点の方法と体制 

採点は英検協会で担当いたします。採点結果の信頼性の向上、および採点の効率性向上のために、英検

協会では様々な取組を行っております。 

・選択式のリーディングとリスニングにおいては、マークシートの読み取りによる自動採点を行っ 

 ております。ライティングとスピーキングの採点につきましては、英検の採点ですでに実績のあ 

 る会社へ委託いたします。 

・評価基準につきましては、英語教育やテスティングに知見のある外部有識者の意見を取り入れて 

 作成されております。 

・採点者全員には、事前トレーニングと採用テストを課すことで、採点者としての基本的な質を担 

 保します。また、定期的に採点者のサンプリング調査を行い、採点の質向上に取り組んでまいり 

 ます。 

 

（４）情報管理体制 



・英検 IBAに関わる申込情報及び結果情報について英検協会にて保有し、eラーニングツールの 

「スタディギア for EIKEN」の利用者情報は、教育測定研究所にて保有致します。 

・英検協会では、「情報セキュリティ基本方針」と「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護、 

 情報資産の保全に努めております。また、本業務におきましては、問題資料等非常に機密性の高 

 い資料の機密保全に関しても、個人情報と同様の重要性を認識し、情報セキュリティ方針に則り、 

 情報セキュリティの保持に努めます。 

・また、本事業においては、英検協会や OECD における国際学力調査（PISA、TALIS）等で CBT システム

の開発・運用実績を保有する株式会社 教育測定研究所にて、スピーキングテストの実施・採点に用い

るCBTシテムの開発および運用管理業務、スタディギア for EIKENの運用管理業務を実施いたします。

P マーク及び ISMS の認証を取得していると共に、本業務を実施するに当たっては、当該業務の目的の

達成に必要最低限の範囲で情報を用いる予定であり、機密情報を取り扱う場合は、英検協会と同様に

情報漏えい等、不具合の発生を防止するための措置を講じます。 

・なお、問題印刷業務や配送業務等で外注する業者は、すべて英検協会の検定事業その他の事業に 

 おいて実績のある業者です。 
 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

Reading および Listeningについて 

①視覚障がい者への対応 

拡大文字、および点字問題セットによる対応をいたします。 

＊ただし、協会への答案返送前に先生による補助作業が一部必要となります。 

 

②聴覚障がい者への対応 

リスニングスクリプト（リスニング放送内容を書面上に記述したもの）の受験者への配布による対応をいたし 

ます。 

 

Speaking および Writing について 

現在、対応を検討中です。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

事前／事後学習教材として、以下の５点がございます。 

 

① スタディギア for EIKEN ベーシック（無料） 

英検に必要なスキルが総合的に身につくオンライン学習プログラムです。「英検 IBA TEST C 4技能版」を

受検される団体の生徒様は、申し込みから 6 ヶ月間、無料で利用できます。 

https://www.ei-navi.jp/eiken/cp/ 

※コンテンツ無制限のプレミアム（有料版）へのアップグレードもご用意しておりますが、利用人数及び利用

期間などに応じ、個別お見積対応いたします 

 

② deep listening（有料 各レベル 税込 770円／冊子＋CD） 

英検 3級(A1上位)・準 2級(A2)・2級(B1)の 3レベルから構成される学校採用リスニング教材（冊子＋CD）

です。多様な種類のリスニング素材を使用しての問題に取り組むだけでなく、ディクテーションで詳細に聞

き取る訓練もします。 

http://www.eiken.or.jp/learning/school/educational/ 

 

③ Step Up Listening (有料 各レベル 税込 500円／冊子＋CD) 

英検 4・5級(A1中位・下位)、3級(A1上位)、準 2級(A2)、2級(B1)レベルから構成される学校採用リスニン

グ教材（冊子+CD）です。英検の問題形式に沿ってリスニング能力を鍛えます。 

http://www.eiken.or.jp/learning/school/stepup/pdf/SUL_moushikomi.pdf 

https://www.ei-navi.jp/eiken/cp/
http://www.eiken.or.jp/learning/school/educational/
http://www.eiken.or.jp/learning/school/stepup/pdf/SUL_moushikomi.pdf


 

④Dr. Writeの英検３級ライティングに挑戦！（無料／英検ウェブサイトからダウンロード） 

パラグラフライティングの基礎が学べるライティング教材（冊子）。英検３級（A1上位レベル）の対策教材に

もなります。英検ウェブサイトから無料でダウンロードできます。 

http://www.eiken.or.jp/eiken/exam/grade_3/pdf/DrWrite_grade3.pdf 

 

⑤Dr. Writeの英検準２級ライティングに挑戦！（無料英検ウェブサイトからダウンロード） 

④の続編。英検準２級（A2レベル）の対策教材にもなります。英検ウェブサイトから無料でダウンロードでき

ます。 

http://www.eiken.or.jp/eiken/exam/grade_p2/pdf/DrWrite_gradep2.pdf 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

・各実施団体に生徒用アンケートを送付します。成績返送と同じタイミングで集計結果も返送いた 

 します。なお、成績結果とのクロス集計はいたしません。 

・生徒用アンケートは、「情意面」（例 英語は好きですか／勉強は好きですか）と「英語学習方 

 法」（例 学校の授業以外で英語を勉強していますか）について 19問から構成される内容とな 

 ります。 

 

（４）個人受検の可否 

個人受検には対応しておりません。 

 

（５）問題内容の情報提供 

リーディングおよびリスニングのサンプル問題は英検ウェブサイトに掲載されております。 

http://www.eiken.or.jp/eiken-iba/ 

ライティング、スピーキングのサンプル問題については、2018年 11月を目処に公表予定です。 

 

（６）その他 

教育委員会からの要請に基づく情報提供については、学校の同意を得た上で、直接、教育委員会に提供

させていただく。もしくは、教育委員会には直接提供せず、各学校から教育委員会に提供していただく等、

対応内容は個別協議の上、決定させていただきます。 

 

 

http://www.eiken.or.jp/eiken/exam/grade_3/pdf/DrWrite_grade3.pdf
http://www.eiken.or.jp/eiken/exam/grade_p2/pdf/DrWrite_gradep2.pdf
http://www.eiken.or.jp/eiken-iba/


（様式３）

事業者名：　株式会社　教育測定研究所
測定ツール名：　英検IBA TEST C  4技能版
対象教科：　英語
測定内容の区分：　基本レベル

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

個人用帳票
（4技能）

英検IBA 個人成績表
1 ○ ○

団体用帳票
（4技能）

英検IBA 団体成績表
2 ○ ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

英検IBA　実施要項
3

学校用実施マニュアル 同上

＜提出任意の書類等＞

情報管理体制について （参考）　英検協会の情報セキュリティ方針 4

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

コンソーシアム説明 英語4技能コンソーシアム概要
(スタディギア、各種英検対策教材、団体サ
ポートシステムの説明含む）

5

事前事後教材説明 deep listening 6

事前事後教材説明 Step Up Listening 7

事前事後教材 Dr. Writeの英検3級ライティングに挑戦! 8

事前事後教材 Dr. Writeの英検準2級ライティングに挑戦! 9

＜「対応する認定基準」について＞

Ⅰ．出題に関すること

Ⅱ．結果提供に関すること

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

（１）学習指導要領に示す目標に照らした定着度合いの測定を通じて学習の成果や課題が確認でき、事後の学習改善や
　　教師による指導の工夫・充実に資する結果提供がなされることを明らかにしていること。
（２）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する全体及び領域等毎の評価（ルーブリックに基づく段階表示をはじ
　　めとした「～できる」の記述文による評価など）の考え方と分析の手法を明らかにしていること。

（１）学習指導要領を踏まえた出題の基本方針を定め、当該方針に基づき問題が設計されていること。
（２）対象教科は国語、数学又は英語とし、共通必履修科目を中心に出題すること、義務教育段階の内容を含むことを
　　明らかにしていること。ただし、義務教育段階の学習内容の定着度合いを測定することを重視することを明らかに
　　している測定ツールについて共通必履修科目からの出題を少なく設定すること、あるいは、学習進度に配慮して出
　　題範囲を設定する場合において、受検時期に応じて共通必履修科目からの出題を少なく設定し、又は義務教育段階
　　の内容を含まない設定とすることは、差し支えない。

（３）主として知識・技能を問う問題に加え、主として思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題することを明らか
　　にしていること。
（４）主として思考力・判断力・表現力等を問う問題として、一定数の文字や数式等を記述させる記述式問題を出題す
　　ることを明らかにしていること。
（５）英語は「聞く」「読む」「話す」「書く」の４技能を測定することを明らかにしていること。ただし、国語、数
　　学及び英語の３教科セットの測定ツールにおける英語の「話す」技能については、2021年度までの間に利活用され
　　るものに限り、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供することとしても差し支えない。











（様式４） 

1 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名： 英検 IBA TEST C  4 技能版 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 基本レベル 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 日常生活の身近な話題や、社

会性を伴う話題に関する文

章や場面を理解する上で求

められる基本的な語句や表

現の意味、およびその使い方

を理解することができる。 

【設問数】２０問程度 

【出題形式】選択式 

 

 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第２節 英語 

ウ 読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

2 内容 

(3) 言語材料   

(イ)言語材料の取扱い 

ウ 語，連語及び慣用表現 

 日常生活の身近な場面での

やり取りで用いられる、基本

的な表現（定型表現を含む）

を理解することができる。 

【設問数】５問程度 

【出題形式】選択式 
読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

2 内容 

(3) 言語材料 

(ｳ) 言語活動を行うに当たり，主として次に示すような言語の使用場面や

言語の働きを取り上げるようにすること。 



（様式４） 

2 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 

 

 

日常生活の身近な話題や社

会性を伴う話題に関する説

明文を読み、その概要や要点

を捉えたり、詳細な点につい

て理解したりすることがで

きる。 

 

 

 

【設問数】１０問程度【出

題形式】選択式 

サンプル問題１  

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

ウ 読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しな

がら読んだり書いたりすること。 



（様式４） 

3 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

  

  

 

 日常生活の身近な話題に関

するやり取りを聞いて、その

内容を理解することができ

る。 

 

 

 

 

 

【設問数】１５問程度 

【出題形式】選択式 

サンプル問題２ 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

ア 聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ，正しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に

聞き取ること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 



（様式４） 

4 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 

 

 

 

 

日常生活の身近な話題や社

会性を伴う話題に関する英

文を聞いて、その概要や要点

を捉えたり、詳細な点につい

て理解したりすることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

【設問数】１５問程度 

【出題形式】選択式 

 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

ア 聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ，正しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に

聞き取ること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 



（様式４） 

5 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 

 

 

 

 

日常生活の身近な話題につ

いて、学んだりしたことや経

験したことに基づき、自分の

考えや気持ちをその理由と

ともに書くことができる。 

 

 

 

 

 

 

【設問数】1 問程度 

【出題形式】記述式 

サンプル問題３ 

 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

エ 書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考え

や気持ちなどを書くこと。 

(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつ

ながりなどに注意して文章を書くこと。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しな

がら読んだり書いたりすること。 

ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 



（様式４） 

6 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 

 

日常生活の身近な事柄や社

会性がやや高い話題に関し

ての質問に自らの考えや意

見を形成し答えることがで

きる。 

 

 

【設問数】3問程度 

【出題形式】記述式 

サンプル問題４ 

 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 



（様式４） 

7 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

 

 

 

 

 

日常生活の身近な事柄や社

会性がやや高い話題に関し

ての文章の概要を理解でき

る。また、聞き手に理解でき

るように音読できる。 

 

 

 

 

 

【設問数】２問程度 

【出題形式】記述式 

 

話
す
こ
と

・
読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく発音すること。 

ウ 読むこと 

(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるよう

に音読すること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要

や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速

度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

日常生活の身近な場面にお

ける動作や状況を描写でき

る。 

 

【設問数】2 問程度 

【出題形式】記述式 話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2節 英語 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名： 英検 IBA TEST C 4 技能版 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 基本レベル 

サンプル問題番号（大問番号）： 1 

 

出題科目 義務教育段階およびコミュニケーション英語 I 

出題の 

ポイント 

日常生活の身近な話題や社会性を伴う話題に関する説明文を読み、その概要や要点を捉えたり、

詳細な点について理解できるかを問う。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

（３１） ○  
（３２） ○  
（３３） ○  
（３４） ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

（３１） ○   
（３２） ○   
（３３） ○   
（３４） ○   

 

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

（３１）  ○   
（３２）  ○   
（３３）  ○   
（３４）  ○   

 

サ ン プ ル

問題  



2 

 

 

   



3 

 

解答例 

  

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2 節 英語 

ウ 読むこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2 節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。ま

た，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いたりす

ること。 
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サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名： 英検 IBA TEST C 4 技能版 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 基本レベル 

サンプル問題番号（大問番号）： ２ 

 

出題科目 義務教育段階およびコミュニケーション英語 I 

出題の 

ポイント 

日常生活の身近な話題に関するやり取りを聞いて、その内容を理解することができる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

（１） ○  
（２） ○  

（１４） ○  
（１５） ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

（１） ○   
（２） ○   

（１４） ○   
（１５） ○   

          

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

（１） ○    
（２） ○    

（１４） ○    
（１５） ○    

 

サ ン プ ル

問題    
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解答例 
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（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2 節 英語 

ア 聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞き取ること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2 節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意し

ながら聞いたり話したりすること。 
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サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名： 英検 IBA TEST C 4 技能版 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 基本レベル 

サンプル問題番号（大問番号）： 3 

 

出題科目 義務教育段階およびコミュニケーション英語 I 

出題の 

ポイント 

日常生活の身近な話題について、学んだりしたことや経験したことに基づき、自分の考えや気持ち

をその理由とともに書くことができる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    ○ 
 

サ ン プ ル

問題 

 

解答例 
My favorite season is summer. I have two reasons. First, my school 

has a long vacation. Second, my friends and I can go swimming in the 

sea. 
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                                     （27 語） 

解答は以下の 4 つの観点で採点されます。観点ごとに０～４点の５段階で評価され、得点の満点は

16 点となります。成績結果としては IRT によりスコア換算されて提供されます。 

①内容：課題で求められている内容（考えとそれに沿った理由）が含まれているかどうか。 

・QUESTION で問われている内容に答えているか。 関係のない内容を書いていないか。 

・自分の考えを支持する理由を具体的に２つ書けているか。 

②構成：英文の構成や流れがわかりやすく論理的であるか。 

・伝えたい情報の流れや展開を示す表現（接続詞や順序数詞）を効果的に使えているか。 

・QUESTION やトピックとは関係のない英文が含まれていないか。 

・ 内容が一貫しているか。 論理的に矛盾した部分はないか。 

③語彙：課題にふさわしい語彙を正しく使えているか。 

・同じ語彙や表現の繰り返しになっていないか。 

・ 英語になっていない表現（和製英語等）を使用したときに説明があるか。 

④文法：文構造のバリエーションやそれらが正しく使われているか。 

・語順のルールを守っているか。 

・同じような形の文の繰り返しになっていないか（多様な文のパターンを使えているか）。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2 節 英語 

エ 書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちなどを書くこと。 

(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながりなどに注意して文

章を書くこと。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2 節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，

簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いたりす

ること。 

ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 
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サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社 教育測定研究所 

測定ツール名： 英検 IBA TEST C 4 技能版 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 基本レベル 

サンプル問題番号（大問番号）： 4 

 

出題科目 義務教育段階およびコミュニケーション英語 I 

出題の 

ポイント 

日常生活の身近な事柄や社会性がやや高い話題に関しての質問に自らの考えや意見を形成し答

えることができる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

No. 1  ○ 
No. 2  ○ 
No. 3  ○ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

No. 1   ○ 
No. 2   ○ 
No. 3   ○ 

          

主 と し て

問 う 技 能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

No. 1   ○  
No. 2   ○  
No. 3   ○  

 

サ ン プ ル

問題 
No. 1  Do you like to play sports? 

 Yes.  →  What sport do you play? 

 No.   →  What do you like to do with your friends? 

 

No. 2  Do you like to study? 

 Yes.  →  Where do you study? 

 No.   →  What did you do yesterday? 

  

No. 3  Do you think drinks in plastic bottles will be more popular in the 

future? 
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 Yes.  →  Why? 

 No.   →  Why not? 

 

解答例  

No. 1  Do you like to play sports? 

 Yes.  →  What sport do you play? 

（解答例）I play tennis. 
 No.   →  What do you like to do with your friends? 

（解答例）We like to talk about fashion. 
No. 2  Do you like to study? 

 Yes.  →  Where do you study? 

（解答例）I study at the library. 
 No.   →  What did you do yesterday? 

（解答例）I saw a movie. 

 

No. 3  There are many kinds of newspapers in Japan today. Do you usually read a 

newspaper? 

 Yes.  →  Please tell me more. 

（解答例）I think reading a newspaper is very useful. I can get a lot of news 

and information every day. 
 No.   →  Why not? 

（解答例）I watch the news on TV every day. Also, I read the news on the 

Internet. 

 

応答は、「内容」に重点を置き、「情報量」と「表現方法（語い、文法・語法）」を合わせて判定されま

す。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語編 

第 2 節 英語 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

 

高等学校学習指導要領 外国語編 英語編 

第 2 節 コミュニケーション英語 I 

2 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，

話し合ったり意見の交換をしたりする。 
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